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むつ市議選 杉浦弘樹さんを推薦！ 8月 31日全党員集会で確認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杉浦予定候補と下北総支部でを確認しました～党県連合へも推薦要請へ 
８月 31 日の全党員集会での確認を踏まえ、９月２日早

速、杉浦後援会と総支部間で政策協定内容について協議

をし、ほぼ県議選時の内容に日土当初候補の政策を追加

した内容で合意しました。これを踏まえて総支部として

も党県連合へ推薦要請をすることを決定しました。 

また、杉浦後援会として社民党以外の国民民主党及び 

立憲民主党へも推薦要請をしていくことになりました。 

 このことにより、県議選同様の対応の枠組みが可能と

なり、連合青森などの組織へも推薦要請をしていくこと

としました。 

 なお、選挙事務所は日土事務所をそのまま使用するこ

ととし、電話・FAXもそのまま使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選対委員長には木下千代治氏が就任！ 
政策協定案が双方で確認されたことを踏まえ、選対結

成の概要についても確認しました。選対委員長には木下

千代治氏（党総支部顧問）が就任し、目時総支部代表が

副委員長、山本信悦後援会長が事務局長、会計責任者と

して新保英治前県議とすることなどを確認しました。 

その他、党総支部としても可能な限り党員を事務局ス

タッフとして配置し、取り組むことを確認しました。 

 

事務所開きは 20日（金）に決定！ 
選挙事務所は前述のとおり、中央二丁目の日土事務所

とし、９日よりは事務職員（川口佑香さん）を月～金曜

日に配置します。また、事務所開きは同所において９月

20日（金）午前 11時より行うこととしました。 

厳しい短期決戦となり難しい闘いになりますが、党と

しても公認並みの行動で市議会と社民、労組の窓口を死

守する決意です。 

 
 

 日土代表代行の病気による立候補断念を踏まえて総

支部三役は社民・平和労組合同下北ブロック選対会議

の議論経過を踏まえて、先の県議選で惜敗した杉浦弘

樹氏や後援会スタッフと協議を重ねてきました。 

 その結果、杉浦氏も県議選の枠組みを維持しながら

無所属での立候補を決意しました。 

 これを踏まえて、31日総支部党員集会を開催しまし

た。集会では日土氏降板の経過を確認しながら、三役

の提起した議案について議論を行い、何としても市民

と市議会を繋ぐ野党議員は確保すべきとの判断から同

氏の推薦を決定しました。  

全党員集会の議案は次ページに掲載していますのでご覧ください 

【合意した政策協定内容】 
2019年 10月施行のむつ市議会議員選挙にあたり、社会民主党下北総支部が、立候補予定者「杉浦弘樹（すぎ

うらひろき）」を推薦するにあたり、次のとおり政策協定を締結する。 
 

1．現行憲法を遵守し、その理念を踏襲した県政確立に努力します。 

2．再生可能な自然エネルギーの促進を図り、原子力に依存しない地域経済の確立を目指します。 

3. 原子力施設については安全・安心を第一義に実効性ある防災・避難対策を確立します。 

4. 少子高齢化対策として農林水産業、観光事業などの地場産業を活性化し、雇用創出を図ります。 

5. 医療・介護・福祉を充実し、住民の健康・子育て・老後の暮らしに安全・安心を図ります。 

6. 最低賃金引き上げ、非正規労働者の正社員化など労働条件の中央との格差解消に努力します。 

7. 交通弱者を守るため市内全域の公共交通（生活交通）の維持・充実と活性化に努力します。 

8. 市民に信頼される議会の改革へ向け、議会基本条例の充実や傍聴しやすい夜間議会の開催を目指します。 

9. 個別の地域課題の策定や課題実現に向けて社民党・平和推進労組会議と逐次協議の場を持ちます。 

 



『脱原発をめざす首長会議』 下北半島ツアーで 9名が来市 <8月 18日> 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆8月 20日には木下千代治党総支部顧問も「脱原発をめざす首長会議」のメンバーとなりました。 

鹿内博元青森市長（現青森県議会議員）を団長とする『脱原発をめざす首長会議』のメンバーが六ケ所核燃サイ

クルなど下北半島に存在する核関連施設の視察のため８月 17～18日に来県しました。初日は山田清彦核燃訴訟一万

人原告団事務局長の案内で六ケ所村や東通村の施設を訪問しました。 

翌 18日にはむつ市内に入り、栗橋が下北半島の原子力開発の歴史などをレクチャーしながら原子力船「むつ」の

原子炉（むつ科学技術館に展示）や使用済核燃料中間貯蔵施設を見て回りました。 

視察後は来さまい館に県内外の報道陣を前に記者会見を行い、あらゆる原子力開発のストップを訴えながら、六ヶ

所再処理工場の建設中止と福島原発汚染水の海洋投棄反対の緊急声明を発表しました。 

下記の緊急声明を発表しました。 

 

 

 2019 年８月 18 日 

 ｢脱原発をめざす首長会議｣緊急声明 

 
 六ヶ所再処理工場は廃止せよ 
 全国の市区町村長とその経験者でつくる、私たち｢脱原発をめざす首長会議｣は８月 17 日、18 日の両日、青森県内にあ

る核燃料サイクル関連施設を視察するとともに、地元関係者からの説明を受けた。 

 日本原燃は、六ヶ所再処理工場(青森県六ヶ所村)の 2021 年度上期の完成をめざし、緊急時対策所などの建設を急ピッ

チで進めている。 

 しかし、私たち｢脱原発をめざす首長会議｣は以下の理由から、六ヶ所再処理工場の廃止措置を可能な限り早急にとる

よう求めるものである。 

１. 核燃料サイクルの基軸であった高速増殖原型炉｢もんじゆ｣の廃止措置が決定し、核燃料サイクル政策が事実上、破

綻していること。 

２. 原子力委員会が 2018年７月 31 日、プルトニウムの保有上限を現在の 47 トンとする新方針を決定したことによっ

て、再処理工場が稼働しても低い操業率にならざるをえず、事業を継続すればするほど、国民的負担が増大する恐

れがあること。 

３.. 高レベル放射性廃棄物の最終処分場がない中、膨大な高レベル放射性廃液、廃棄物が行き所なく蓄積されること。 

 

汚染水は海洋放出せず、長期保管の検討を 

東京電力は８月８日、福島第一原発で増え続ける放射性物質トリチウムを含んだ処理水(汚染水)について、タンクで

の保管は 2022 年夏ごろ限界になるとの試算をまとめた。一方、タンク内の汚染水をどのように処分するかについて地元

関係者だけでなく、政府の有識者委員の間でも合意が得られていない。こうした状況を踏まえ、私たち｢脱原発をめざす

首長会議｣は、大型タンクの設置などによって汚染水を長期保管したうえで最終処分するよう提言する。理由は以下の通

りである。 

１. 海洋放出案には、風評被害を恐れる漁業関係者の反発が強い。さらに、長期かつ大量となる海洋放出が健康被 

 害をもたらす恐れがあるという専門家の指摘もある。 

２. 専門家で構成する原子力市民委員会の報告書によれば、トリチウムの半減期は 12.3 年であり、123 年間保管すれ

ば、タンク内のトリチウム総量は千分の一に減衰する。これは福島第一原発事故発生前に、同原発から海洋放出され

ていた年間最小値を下回る。 

３. 汚染水の対応を検討する経済産業省の小委員会が８月９日開催され、ここでも委員からタンクの増設する余地はな

いのかという指摘が相次いだほか、経済産業省は敷地外での保管の可能性についても検討すると伝えられている。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

   

《過去３回のむつ市議選の結果》 

 市町村合併後の最初の選挙

は旧自治体ごとの選挙区を区

分した選挙でした。（2007

年：平成 19年施行） 

 

 



 

 

(1) 日土候補、立候補断念の経緯 

・ 参院選活動頃より、かねてよりの持病である慢性腎臓病悪化により精密検査を実施 
・ 精密検査の結果、透析治療が必要と診断される（７月中旬） 
・ 本人は選挙戦や選挙後の行動に制約の少ない「腹膜透析」による治療を選択 
・ 総支部としては県連合との打ち合わせの上で、本人と相談、症状の急変がない限り、治療と並行して既定方針
通り選挙戦を継続することを確認（7/28） 

・ 治療準備および治療訓練のため、むつ病院へ入院（7/31～8/21） 
・ 県連三上代表が病状や「腹膜透析」のリスクなどを総合的に判断し、立候補を断念させるべきと判断し本人と
面会し説得、総支部三役と協議の上、断念を確認（08/08） 

・ 当初より開催予定されていた「ブロック選対会議」へ選対執行部として立候補断念を提案（08/09） 
・ ブロック選対会議では執行部方針を了解の上、次善の対応方針が求められ、執行部としても不戦敗ではなく、
「党公認」は無理でも「推薦」や「支持」候補を見出したいと表明、参加者からは杉浦弘樹氏、藤森友子氏など  
前県議候補名が挙げられた 

・ 党県連常任幹事会で立候補断念を確認（08/10） 
 

(2) 次善の方針確立への経緯 

・ ブロック選対会議終了後、党三役で協議し、目時代表より非公式に杉浦弘樹氏へ状況を説明し、立候補の意思
などを打診（08/11） 

・ 杉浦氏サイドでは後援会とも相談しながら、後日、返答することになった 
・ 後援会メンバー（山本後援会長、能登幹事長）と党三役で協議、協議の中で杉浦氏の立候補の意思を確認 
・ 立候補に際しての選挙全体の枠組みや党の具体的対応策についてはあらためて協議することとした 
・ 総支部としては県連合や県平和労組会議と打合わせを繰り返して支援方針を確立することとした 

 

(3) 杉浦氏への対応 

 ・ 杉浦陣営は前回の県議選選対の枠組みを基本とし、国民民主党の党籍を持つままで無所属扱いとなる予定 
・ その背景は杉浦氏の支持基盤が社民、立憲民主と重なることや市議選という地域密着の活動が求められること
から後援会などの判断による 

・ 支持基盤となる推薦労組などを持たないため、国民民主党の党籍を持つことにより連合青森などの推薦または
支持、協力が可能になることなど挙げられる 

・ 総支部としても『勝てる選挙』のためにも杉浦後援会が県議選並みに一枚岩となってフル活動することを前提
に党推薦候補として県連合にも具申しながら進める 
 

(4) 今後の対応 

 ・ 日程的な問題等もあり、県平和労組や党県連と協議した結果、ブロック選対の構成は見合わせる 
・ 従来のブロック選対構成組織については個別に訪問しながら党総支部の基本スタンスを説明し、可能な限りの
支持協力を訴え、組織内におけるリーフ配布行動などの教宣活動をお願いする 

 ・ 県議選の際の同氏との政策協定内容をベースに日土選挙政策の擦り合わせを行い、あらためて政策協定を行う 
 ・ 各労組 OB会については会員名簿の利活用やポスター貼り行動などでの協力が不可欠であることから連合高退

協と協議しながら一定の対応を検討していく 
 ・ 杉浦選対会議のあり方についても意見反映をさせながら主体的に関わって行くこととしたい 

 

(5) 経費問題 

 ・ すでに支出済の費用については、党からの交付金及び総支部からの拠出及び各種カンパの一部を賛同者の了解
の上、精算する 

 ・ 各種カンパについては一部を経費に充当し、残金を本人へ療養見舞金、生計補填分として交付 
 ・ 候補者自己拠出分については原則として本人へ返却する 

 
 
 
 
 
 

全党員集会 【議案】 むつ市議選の対応 

日土潤候補出馬断念!! 意思を受け継ぐ杉浦弘樹氏に国民、立憲、社民がスクラムを組んで必勝態勢を！ 

社民党下北総支部 代表 目 時 睦 男 

社民党公認で市議選に立候補を予定し昨年４月より精力的に活動してきた「日士潤総支部代表代行」が体調不良

で入院し、断腸の思いでの出馬断念を受け、先の県議選で次点と涙を飲ん杉浦弘樹氏が『議会と市民の架け橋』と

なって、市政刷新と議会活性化をめざす日土潤候補の意思を受け継ぎ、その政策実現に向けて出 

馬を決意し、政策協定にもその内容を盛り込みました。 

 ９月２日の東奥日報夕刊の「世相川柳」に日土さんのお母さんの下記の句が掲載されました。 
「子が病みて身代わり頼み神頼み」 

その思いを受け出馬を決意した杉浦弘樹予定候補の必勝に残された期間は短く、厳しい闘いで 

すが国民・立憲・社民三党が結束し必勝体制での取り組みを確認しました。 

 全党員、協力党員のみなさんの公認候補並みの活動をあらためて強く訴えます。  


